
 
 

   

 

   

４
月
30
日
（
土
）
東
金
ア
リ
ー
ナ

を
会
場
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
元
日

本
代
表
の
鈴
木
啓
太
選
手
を
始

め
、
日
本
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
連
携
機

構
に
所
属
す
る
選
手
や
指
導
者
に

よ
る
、
「
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス

タ
・
Ｉ
Ｎ
・
東
金
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。 

         

午
前
の
部
は
小
学
１
年
生
～
３

年
生
を
主
な
対
象
と
し
た
「
ボ
ー

ル
で
あ
そ
ぼ
う
」
を
実
施
し
、
56
組

（
１
１
２
名
）
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
様
々
な
ボ
ー
ル
を
使
っ
た

「
ボ
ー
ル
あ
そ
び
」
を
体
験
し
な
が

ら
、
手
や
足
を
使
っ
た
、
基
礎
的
な

プ
レ
ー
・
連
続
的
な
プ
レ
ー
・
ゲ
ー

ム
的
な
プ
レ
ー
な
ど
、
体
を
動
か

し
な
が
ら
、
楽
し
く
運
動
能
力
ア

ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。 

午
後
の
部
は
小
学
４
年
生
～
６

年
生
を
主
な
対
象
と
し
た
「
キ
ッ

ズ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
実
施
し
、
１

５
６
名
の
子
ど
も
達
が
参
加
し
ま

し
た
。
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
サ
ッ
カ
ー
・
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
を
順
番
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
、
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
を
楽

し
く
体
験
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
い
つ
も
は
真
剣
な
ア
ス

リ
ー
ト
達
も
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
笑
顔
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

子
ど
も
達
と
選
手
が
交
流
す
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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教育委員会だより （１） 

ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
・
Ｉ
Ｎ
・
東
金 

キッズチャレンジ 



 

と もだちを大切に子 

う んどうを頑張る子 

が くしゅうに励む子 

ね ばり強く取り組む子 
  

 
 

 
 

  

「
子
ど
も
の
様
子
が
ど
こ
か
違
う
」

「
登
校
を
渋
る
」「
表
情
が
さ
え
な
い
」

等
…
。 

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
心
配
な
こ
と

が
あ
る
時
は
、
ま
ず
学
校
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

し
か
し
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
学
校

に
相
談
が
で
き
な
い
（
し
に
く
い
）
場

合
や
、
よ
り
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
い
場
合
な
ど
は
、
各
相
談
機
関

が
あ
り
ま
す
。 

〇
子
ど
も
と
親
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

０
１
２
０-

４
１
５-

４
４
６  

24
時
間
対
応 

〇
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育
部 

０
４
３
‐
２
０
７
‐
６
０
２
５ 

〇
24
時
間
い
じ
め
相
談
ダ
イ
ヤ
ル 

０
５
７
０-

０-

７
８
３
１
０ 

 
 

 
 
(

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
） 

〇
子
ど
も
人
権
一
一
〇
番 

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０ 

（
千
葉
地
方
法
務
局
） 

〇
ヤ
ン
グ
・
テ
レ
ホ
ン 

０
１
２
０-

７
８
３-

４
９
７ 

（
千
葉
県
警
察
少
年
セ
ン
タ
ー
） 

〇
い
じ
め
・
生
徒
指
導
窓
口 

 
 

０
４
７
５
‐
５
０
‐
１
２
０
４ 

 

（
東
金
市
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課 

い
じ
め
問
題
対
策
室
） 

 

  

教育委員会だより （４） 

教育委員会だより （２） 

『生きる力』の育成 

 

１ 「明るいあいさつ」運動の推進 

２ 「いじめをなくす」運動の推進 

３ 「読書活動」の推進 

４ 「花いっぱい」運動の推進 

５ 「明るい歌声」運動の推進 

(1)学校体育の充実 
(2)健康教育の充実 
(3)食に関する指導の充実 

(1)安全教育・防災教育の推進 
(2)全教育活動を通じたキャリア教
育の推進 

(3)福祉教育の推進 
(4)国際教育の推進 
(5)情報教育の推進 
(6)環境教育の推進 

(1)特別支援教育の推進を支える学
校組織体制づくり 

(2)一人一人の教育的ニーズに対応
した特別支援教育の推進 

(3)特別支援教育支援員との連携強
化 

(4)交流活動の推進 

(1)学力向上や授業改善に向けた研究
の充実 

(2)幅広い視野と豊かな人間性を身に
付けるための修養の充実 

(3)学校の実態（子ども・地域・保護
者）に応じた研究の充実 

(4)各種研修会への積極的な参加 

(1)学校教育目標の具現化を図る教育課
程の編成と実施 

(2)特色ある学校づくりの推進 
(3)組織マネジメントを生かした機動力
のある組織づくりの推進 

(4)目標申告・業績評価と学校評価を生
かした経営の推進 

(5)家庭・地域と幼稚園・小中学校及び他
機関との連携の推進 

(1)「自ら意欲的に学び、思考し、表現す
る力」の育成 

(2)指導目標の明確化と指導方法の工夫
改善 

(3)個に応じた指導の充実 
(4)指導と評価の一本化 
(5)体験活動や問題解決的な学習の重視 
(6)言語活動の充実 
(7)読書活動の充実 
(8)ドリル学習の充実 

(1)人を思いやる豊かな人間性や社会性
を培う道徳教育の充実 

(2)実践的態度を育成する特別活動の充
実 

(3)情意面を重視した生徒指導の充実 
 ①確かな子ども理解と組織的対応の

充実 
 ②一人一人を大切にする集団づくり

と信頼関係の構築 

１ 創意ある学校経営 

 
２ 確かな学力の向上 

 
３ 豊かな心を育む教育の充実 

 

７ 教職員の資質・能力向上 

（研究と修養）の推進 

 

６ 特別支援教育の推進 

 

重 点 目 標 

５ 今日的な課題に対応した 

教育の充実 

の充実 

 

４ 健康・安全・体力向上の推進 

 

めざす子ども像 
日常実践の推進 

１ 創意ある学校経営 

２ 確かな学力の向上 

３ 豊かな心を育む教育の充実 

４ 健康・安全・体力向上の推進 

５ 今日的な課題に対応した

教育の充実 

６ 特別支援教育の推進 

７ 教職員の資質・能力向上

（研究と修養）の推進 

 学 力 向 上 

長 欠 対 策 

 
い じ め 対 策 

 

ボールで
あそぼう 

い

じ

め

の

相

談

は 

ボールで
あそぼう 



  

  

南
房
総
わ
く
わ
く
探
検
隊
は
、
小
学
生
44
名
に

よ
り
、
３
月
27
日
～
28
日
の
１
泊
２
日
で
、
南
房

総
市
に
あ
る
大
房(
た
い
ぶ
さ)

岬
自
然
の
家
を
訪

れ
、「
岬
探
検
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」
や
「
ド
ラ
ム
缶

ピ
ザ
と
ス
ー
プ
づ
く
り
」
を
行
う
な
ど
、
自
然
の

中
で
の
キ
ャ
ン
プ
体
験
を
し
ま
し
た
。 

初
日
の
「
岬
探
検
ポ
イ
ン
ト
ラ
リ
ー
」
で
は
、
運

動
園
地
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
、
大
房
岬
の
中
を

グ
ル
ー
プ
毎
に
歩
い
て
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
課

題
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
力
を
合

わ

せ

て

課

題

に

取

り

組

ん

だ

こ

と

か

ら

参

加

者

同

士

の

交

流

を

深

め

る

こ

と

が

で

き

た

こ

と

で

し
ょ
う
。 

２
日
目
の

午
前
は
、
昼

食
用
と
し
て

食
べ
る
ス
ー

プ
と
ド
ラ
ム

缶
で
焼
き
上

げ
る
ピ
ザ
づ

く
り
に
取
り

組
み
ま
し

た
。
各
班
で

担
当
ご
と
に

ピ
ザ
生
地
を

作
り
、
野
菜

切
り
を
行
い

全
員
で
ピ
ザ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。 

自
分
た
ち
の
手
で
作
っ
た
料
理
は
、
味
も
格
別

で
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。 

短
い
時
間
で
し
た
が
、
子
ど
も
達
は
普
段
な
か

な
か
出
来
な
い
貴
重
な
体
験
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。 

 

 
  

す
べ
て
の
児
童
生
徒
が
円
滑
に
義
務
教
育
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
支
払
い
で
お
困

り
の
ご
家
庭
に
対
し
て
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

援
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
東
金
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

 

【 

対 

象 

と 

な 

る 

方 

】 

 
 

市
内
小
・
中
学
校
に
通
学
す
る
お
子
さ
ん

の
世
帯
で
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。 

 
 

た
だ
し
、
前
年
中
の
収
入
額
等
の
合
計
額

が
生
活
保
護
基
準
額
の
１
．
３
倍
以
下
の

方
。 

※
基
準
額
を
超
え
る
収
入
が
あ
る
方
は 

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

①
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方 

②
前
年
度
又
は
当
該
年
度
に
お
い
て
、
次
の 

い
ず
れ
か
の
措
置
を
受
け
た
方 

ア 

生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止 

イ 

市
民
税
の
非
課
税
又
は
減
免
、 

個
人
の
事
業
税
の
減
免
、
固
定 

資
産
税
の
減
免 

ウ 

国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免 

エ 

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
又
は 

徴
収
の
猶
予 

オ 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給 

カ 

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付 

③
そ
の
他 

ア 

離
職
又
は
転
職
等
に
よ 

り
、
前
年
と
比
較
し
て 

著
し
く
収
入
が
減
っ
た 

方 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

東
金
市
教
育
委
員
会 

 
 

 

学
校
教
育
課
学
事
係 

 
 

 

℡(

５
０)

１
１
８
４ 

教育委員会だより （３） 

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て 

岬探検ポイントラリー 

ドラム缶ピザ作り 

岬探検 
ポイント
ラリー 

南
房
総
わ
く
わ
く
探
検
隊 

森
と
海
に
囲
ま
れ
た
自
然
と
触
れ
合
う 

 

《基準額の目安》 
家 族 人 数 基準額 

2人 (母・小学生) 277万円 

3人 (母・小学生2人) 343万円 

4人 (母・小学生2人・中学生1人) 418万円 

※基準額は家族の年齢構成によって異なります 



 

 

  
６
月
11
日
（
土
）
西
中
学
校
で
地
域

合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
震

度
５
強
以
上
の
地
震
発
生
を
想
定
し
、

地
域
と
学
校
が
助
け
合
い
協
働
す
る

防
災
訓
練
で
す
。
目
的
は
自
ら
の
安
全

を
確
保
す
る
（
自
助
）
能
力
を
育
て
る

こ
と
、
地
域
の
方
々
と
助
け
合
う
（
共

助
）
精
神
を
育
む
こ
と
で
す
。 

訓
練
の
内
容
は
震
度
５
強
の
地
震

を
想
定
し
た
学
校
設
備
を
利
用
し
た

避
難
訓
練
、
赤
十
字
救
護
法
、
保
護
者

へ
の
引
渡
し
訓
練
等
で
す
。 

学
校
に
あ
る
避
難
設
備
「
垂
直
式
救

助
袋
」
を
使
い
、
３
階
を
利
用
し
て
い

る
１
年
生
が
軸
ベ
ル
ト
を
中
心
に
滑

り
降
り
る
訓
練
を
し
ま
し
た
。
途
中
で

止
ま
っ
た
り
、
速
く
な
っ
た
り
と
人
に

よ
っ
て
様
々
で
し
た
が
、
真
剣
に
訓
練

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

救

護

法

に

つ

い

て

は
、
赤
十
字

奉

仕

団

の

方

に

三

角

巾

の

使

い

方
な
ど
、
け

が

人

の

手

当

に

つ

い

て
２
年
生
を
中
心
に
学
び
ま
し
た
。
自

分
の
周
り
で
け
が
人
が
出
た
と
き
の

こ
と
を
考
え
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し

た
。 ３

年
生
は
地
域
住
民
の
方
と
協
力

し
て
避
難
所
の
開
設
・
運
営
を
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
役
割
を
理

解
し
、
活
動
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に

行
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

実
際
に
訓
練
を
実
施
し
て
み
て
初

め
て
わ
か
る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
改
善
に

取
り
組
む
と
共
に
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
も
し
も
に
備
え
た
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
、
今
回
の
訓
練
に
ご
協
力
下

さ
い
ま
し
た
消
防
署
、
地
域
の
皆
様
、

そ
の
他
多
く
の
方
々
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

（
西
中 

小
田
原
）  

 

※ 教育委員会だよりは年３回（６月、１１月、３月）の発行を予定してます。 

ボールで
あそぼう 

教育委員会だより （４） 

第９回 
学校紹介 
 

学校教育目標  

 郷土を愛し、礼儀正しく心豊かで思いやりがあり、自らの

夢と希望の実現に向かってねばり強く努力する児童の育成  

東金市立福岡小学校 
 

 

 

 

石川 貢彦校長 

福岡小学校は、明治２３年３月に町村制による１５ヶ村の合併に伴い、福岡尋常小学
校として設置されました。今年で創立１２７周年を迎えます。児童数は、平成２８年５月
１日現在１２７名、学級数は８学級（特別支援学級２を含む）、教職員２１名の小規模
の学校です。少人数であることの強みを生かし、一人一人の児童を確実に伸ばすため
に、「一人１面の育み」を合言葉として、学校教育目標の実現に向かって日々の教育
活動に取り組んでいます。 
 本校は、昭和５７年に野外給食場「新山広場」にベンチ２００名分が設置されて以
来、全校児童が協力して昼食の準備をして野外で食べる「野外給食」が伝統として続
けられています。昭和５９年９月には、「学校給食文部大臣表彰」を受賞し記念碑が
「新山広場」に建てられています。児童数の減少に伴い、実施（継続）することが難しい
状況になってきていますが、職員のアイデアと全校の協力体制の見直しを図りながら
伝統を守ろうと頑張っています。地域の方々も、学校に対してとても協力的で、各学期
の始めは親子で通学路を歩いて危険箇所の確認を行う「親子 
で歩こう通学路」や「奉仕作業」、「廃品回収」に多くの参加・協 
力をいただいています。 
 南白亀川が学校の横を流れ、水田地帯が広がり、自然豊か 
な落ち着いた環境の中で、全校児童が「喜んで登校」し「満足 
して下校」する姿をめざして努力してまいります。 

いきいき活動する「ふくおか」っ子 
ふれあいを大切にする子 
くふうして学ぶ子 
おもいやりのある子 
からだの丈夫な子 

ボールで
あそぼう 

地
域
合
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防
災
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